















































































































































































































































とある。すなわち、扇は十二代伝わる宝物であり、それぞれ、 「世界の絵図」 「金泥法華経」 「天下無双の美女」 が描かれていたという。ここが、類従本には、
また此
（宮カ）君に八十代つたはりたる御たからあり。一ツにはあふぎ
なり。四十二のほねにくじらのひげをみがきてほねとし。しろがねをのべて地紙にしたるあふぎ。三ツの絵社かきたりけり一ツには。いながらさんぜん大せん世かひをまなこのまへにくし。一ツには。てんか大一のみめよき女ばう き くしたる。 （
552頁上）
とある。扇には三つの絵があると言いながら二つしか記さないなど本文に乱れがある。白峰寺本では、 「八十二代つたはりたる、御たからに、あふぎ三本あり」 「一ほんには、水のゑを、かゝれ り、一ほんには ゐながら、三千大せんせかいを まのこのまへにつくし、 、てんか第一のみめよき女 う 、かきうつされたり（８）
」とあり、三本の扇にはそれぞれ「水の絵」 「世界の絵図」 「天下



















































































































の宮に手紙を渡す機会を得る。この女房名は、 通常「なみかつ」 （類従本） ・ 「なみかず」 （白峰寺本）などと書かれている。足引の宮の返歌を得た五烏は、 「九十日」で東城国ヘ戻る。ここは、類従本では「百七十日」 、白峰寺本では「百七十九日」となっている。　
通常本において足引の宮の返歌を得てますます恋心が募った善才
王が見る氏神の夢告は、本書にはない。千人の大工により御座船を作る提案をしたのは、臣下・大臣の評定の結果とす 山手氏の説では、 氏神の夢告 記事がないのも流布 系第二種本の特色である。　












































































































とあって、天一王の承諾を得て、急なこととは言いながらも嫁入りの準備が整えられ、善才王は足引の宮の両親 対面して挨拶し、宮も両親や臣下の人々に別れの挨拶をすませて船に乗っている。極めて円満に事が運んでいるのである。 したがって、 騙されたことを知った足引の宮の悲嘆や、東城国に着いた時の故郷の父母を思って嘆き悲しむ様子は本書には描かれない。　
さて、 善才王の帰国を待ち迎えた父東善王は、 千人の后たちに日々










































































































































































































































































































































































は浅香山の子を産んだ際、難産で亡くなったのだと后たちが東善王に偽りの報告をする記述があ が、本書にはな 。本 では、王は足引の宮の死を知らないという設定にな ようだ。　
さて、伽羅比丘山の王子は、母の首の切り口から出る甘露を口に
























































































































父大わう聞しめしけるは。いまだきさきの事をばしろしめしたまはずや。かたらばやとおぼしめしけれども。余りいたは さにとかくものは仰られず。ぜんざいわうは我が御なげきをば露ほどもしろしめされず。父大わうのいつしか十二年の間に。くろかりし御ぐし ろくならせ給ふとおぼしめ なしみ給ひて（類従本・
567頁上）






























































































































































としのほと、十二三はかりなる、おさなきもの かみは そらさまに、おひのほり、こけむした 木の葉を身にまとひてこらうやかんと、うちつれてあそふ（白峰寺本・
470頁）






































































りに悲しむので、蘇生までに二百日要 が、蘇生しても百三十日でまた乱れる、それでもよいかと問う。善才王 それでも十分だと言うので、仙人は蘇生の法を始める い 展開になる。　
しかし、蘇生の法を行うには大きな問題があった。肝心の首の骨





























































































り南に向かって投げる。その剣の一本が落ちた「しやがらひ国」に三人は行き、内裏を作って住むが、善才王は、 「きさきの御いもうとにおもひつ 給ひて。も のきさきの御事をつぎになし給へば。扨もきさき是をうらみ給ひて。かゝるう 世にあればこそと思召。又とぶ車にめされとび給へば。日本あきつ島いよの国いしづちのみねに初ておちつき給ふ」 （類従本・
572頁下）とある。ところが、 「此


















































































































































































































に属する新出本として、すでに知られてい 厳島神社本とそれぞれの欠を補い合いながらも、独自の個性を発揮している伝本と言 ことができる。 全文を翻刻 紹介す 意義 しとしないものである。　
厳島神社本と同系統の本文を持つ本 して、宮島歴史民俗資料館













































On the Text of History of Itsukushima (Shelf C Manuscript)
Reading the Manuscript as a Text Syncretic with  
the Itsukushima Shrine Archives Manuscripts
Yoshinobu SENO
　　 This is a textual examination of a manuscript in the author’s possession titled History of 
Itsukushima [Itsukushima Goengi]. It is a distinctive volume, its text varying considerably from 
standard manuscripts of the general title History of Itsukushima [Itsukushima Engi], which recount 
the origin of the Itsukushima Shrine. Through a close reading of texts of relevant manuscripts, this 
article will both clarify the distinctiveness of this manuscript while also demonstrating how it 
belongs to the same category and bears a similar textuality as the manuscripts housed in the 
Itsukushima Shrine archives.
